しぎよ ぴき ひき 

今日 も復 一 はよう やく 変色し 始めた 仔 魚 を 一匹 二 匹 

と 皿に 掬い上げ、 熱心に 拡大鏡で 眺めて いたが、 今年 

もまた 失敗 か —— 今年 もまた 望み通りの 金魚 はついに 

出来そう もない。 そう 眩いて 復 一は 皿と 拡大鏡と を 

えんがわ ほう あおむ 

縁側に 抛り 出し、 無表情の まま 仰向けに どたりと ねた。 

たにく ぼ さか 

縁から 見る この 谷 窪の 新緑 は 今が 盛りだった。 木の 

葉と もい えない 華やか さで、 梢 は 新緑 を 基調と した 

むらさ さ 

紅茶 系統から やや 紫 がかった 若葉の 五色の 染め分け 

を 振り 捌いて いる。 それが 風に 揺らぐ と、 反射で 滑ら 

がけ きんびょうぶ ひらめ じょう 

かな 崖の 赤土の 表面が 金屏風の ように 閃く。 五六 丈 

けいしゃ きりし ま さ 

も 高い 崖の 傾斜のと Y J ろ どこ ろに 霧 島 つつじが 咲いて 



女の子が 凭れ かかって いた。 それ はおよ そ復ー の 気持 

と は 縁の ない 幸福 そのものの 図だった。 真 佐 子 はかな 

りの 近視で、 こちらの 姿 は 眼に 入らな かろうが、 こち 

ら から は あまりに 毎日 見馴れて、 復 一に はこと さら 心 

しげき しっと せんぼう 

を 刺戟され る 図で もなかつ たが、 嫉妬 か 羨望 か 未練 か、 

とにかく この 図に 何 かの 感情 を 寄せて、 こころ を搔き 

立た さなければ、 心が 動き も 止り もしない ような 男に 

復 一 はなって いた。 

「ああ 今日 もまた あの 図 を 見なく つ て はならない のか。 

ま k 一 

自分と は 全く 無関係に 生き 誇って 行く 女。 自分に は 運 

命 的に 思 い 切れない 女 —— 。 」 



復 一はむ つくり 起き 上って、 煙草に 火 をつ けた。 

じよ-つ 

その 頃、 崖 邸の お嬢さんと 呼ばれて いた 真 佐 子 は、 

うつむ がち くせ 

あまり 目立たない 少女だった。 無口で 俯向き 勝で、 癖 

かたくち びる か 

に はよ く片 唇 を嚙ん でいた。 母親 は 早くから なくし 

ひとりむすめ さび 

て 父親 育ての 一人娘な ので、 はたが かえって 淋しい 娘 

に 見る のか も 知れない。 当の 真 佐 子 は 別に じくじく 一 

つ 事 を 考えて いるら しく もなくて、 それでいて 外界の 

刺戟に 対して、 極めて 遅い 反応 を 示した。 復ー の 家へ 

小さい バケツ を 提げて 一 人で 金魚 を 買いに 来た 帰りに、 

犬の 子に でも 逐ぃ かけられる ような 場合に は、 あわて 



「女らしく なれ つ て どう すれば いいのよ」 

復 一が、 おやと 思う とたんに 少女の 抉の 中から 出た 

拳が ぱっと 開いて、 復ー はたち まち 桜の 花びらの 

ろうぜき かぶ す さ 

狼藉 を 満面に 冠った。 少し 飛び退って、 「こうすれば 

いいの！」 少女 はきく きく 笑いながら 逃げ去った。 

ま. たん 

復 一は 急いで 眼 口 を 閉じた つもりだった が、 牡丹 桜 

の 花びらの うすら 冷い 幾 片かは 口の 中へ 入って しまつ 

つ， ま しま 

た。 けつけ と 唾 を 絞って 吐き出し たが、 最後の 一 ひら 

うわあご おく は やわらか 

だけ は 上顎の 奥に 貼りつ いて 顎 裏の ぴ よびよ する 柔 

いところ と 一重に なって しまって、 舌 尖で 扱いても 指 

先き を 突き 込んでも 除かれなかった。 復 一は あわてる 



し 力なら な レ 

かいわい おどろ 

新 住 者 だが この 界隈の 事 や 金魚の ことまで 驚 く ほ 

ど 鼎 造 はよ く 知っていた。 鼎 造の 祖父に 当る 人が や は 

り 東京の 山の手の 窪地に 住み 金魚 を ひどく 嗜好した の 

きおく 

で、 鼎 造の 幼時の 家の 金魚 飼育の 記憶が、 この 谷 窪の 

金魚 商の 崖 上に 家 を 構えた k 縁から 自然と よみがえつ 

こと 

た。 殊に 美しい 恋妻 を 亡くした 後の 鼎 造に は 何 か 

ひょうひょう 

瓢 々とした 気持ちが 生れ、 この 生物に して 無生物の 

ような 美しい 生き もの 金魚に よけい 興味 を 持ち出した。 

え ど びんぼう て い 

「江戸時代に は、 金魚 飼育と いう もの は 貧乏 旗本の 体 

のい い 副業 だつ たんだな。 山の手で は、 この 麻布の 高 



つかしい 思い出で —— 復ー はしき りに 舌の さきで 上顎 

の 奥 を 扱いた。 

「お 子 さまに お 嬢 さまお 一 人で は、 ご 心配で ございま 

すね」 

茶 を 出しながら 宗十郎 の 妻が いうと、 鼎 造 は 多少 意 

地 張った 口調で、 

「その代り 出来の よい 雄 を どこから でも 選んで 婿に 取 

れ ますよ。 自分の だったら ボン クラで も 跡目 を 動かす 

わけに は ゆかない」 

結局、 復 一 は 鼎 造の 申出 通り、 金魚の 飼養 法 を 学ぶ 

ため 上 の 専門学校 へ 行く - J とに なり 学資の 補助 も 受け 



は 自分から 皮膚感覚の 囲み を 解いて いて、 真 佐 子の 

ふんいき けんない ただよ 

雰囲気の 圏内へ 漂い 寄る の を 楽しむ ようにな つてい 

- J うす い 

た。 すると 店の 灯 も、 町の 人通り も 香水の 湯気 を 通し 

なま もうろう 

て 見る ように 媚 めかし く 朦朧と なって、 いよいよ 自意 

たよ 

識を 頼りなく して 行った。 

だが、 復 一に はま だ 何 か I？ 々と 抵抗す る ものが 心底 

に 残って いて、 それが 彼 を 二三 歩 真 佐 子から 自分 を 歩 

き 遅らせた。 復 一 は 真 佐 子と 自分 を 出来るだけ 客観的 

に 眺める 積り でいた。 彼の 眼に は 真 佐 子の やや、 ぬき 

ぇリ かまち アイルランド あさ 

えもんに 着た 襟の 框 になつ ている 部分に 愛 蘭 麻の 

せいそ のぞ 

レ— スの下 重ねが 清楚に 視 かれ、 それから テラコッタ 



型の 完全な 円筒形の 頸の ぼんの 窪へ 移る 間に、 むつく 

りと 搗き立ての 餅の ような 和み を 帯びた 一 堆の 肉の 美 

しい 小山が 見えた。 

みりょく あま 

「この 女 は 肉体 上の 女性の 魅力 を 剰す ところな く 備え 

てし ま つた」 

かすか たんせい 

ああ、 と復 一は 幽な 嘆声 を もらした。 彼 は 真 佐 子 

よりず つと 背が 高 か つ た。 彼 は 真 佐 子 を 執拗に 観察す 

% -P およ 

る 自分が 卑しまれ、 そして 何 か 及ばぬ ものに 対する 悲 

しみ を まぎらす ために 首 を 脇へ 向けて、 横町の 突 当り 

に 影 を 凝す 山 王の 森に 視線 を 逃がした。 

「復 一さん は、 どうしても 金魚屋さん になる つもり」 



むすこ 

「あなた は 金魚屋 さんの 息子さんの 癖に、 ほんと に 金 

魚の 値打ち を) J 承知な いのよ。 金魚の ために 人間が 生 

き 死にした 例が いくつ も あるの よ」 

真 佐 子 は 父から 聴いた 話 だとい つて 話し 出した。 

その 話 は、 金魚屋に 育った 復ー の 方が、 おぼろげに 

話す 真 佐 子より むしろ 詳しく 知ってい たので あるが、 

真 佐 子から 云われて みて、 かえって 価値 的に 復ー の認 

はんぷく 

識に 反覆され るので あった。 事実 は ざっとこう なので 

ある。 

明治 一 一十 七 八 年の 日 清 戦役 後の 前後から 日本の 金魚 

の 観賞 熱 はとみ に旺成 i となった。 専門家の 側で は、 こ 



を 競って 品評会 や、 美 魚の 番附を 作ったり した。 

その 設備の 費用 や、 交際 や、 仲に 立って 狡 計 を 弄す 

る 金魚 ブロ ー 力— など もあって、 金魚の ため —— わず 

こ-つぼ ■ つ 

か 飼 魚の 金魚の ために 家産 を 破り、 流 難 荒 亡す るみ じ 

めな 愛 魚 家が 少 からず あ つ た。 この 愛 魚 家 は 当時に お 

きょうそう あら 

いて、 ほとんど 狂 想に も 等しい、 金魚の 総 ゆる 種類の 

よ あつ 

長所 を 選リ蒐 めた 理想の 新 魚 を 創 成しようと、 大掛り 

な 設備で 取り かかった。 

和金の 清洒な 顔付きと 背 肉の 盛り 上り を 持ち 胸と 腹 

ほうじょ う 

は琉 金の 豊饒 の 感じ を 保って いる。 

ひれ も どう 

鰭 は 神 女の 裳の ように 胴 を 包んで た ゆたい、 体 色 は 



ぬ あざ や ごさ い よそお わ 

塗り立ての ような 鮮 かな 五彩 を粧 い、 別けて 必要な 

スペイン まいこ はんこく てん 

の は 西班牙の 舞妓の ボェ— ル のよう な 斑 黒点が コケ 

ティッシュ な 間隔で 振り撒かれなければ ならな か つ た。 

みわくて き えが 

超 現実に 美しく 魅惑 的な 金魚 は、 G 氏が 頭の 中に 描 

くと ころの 夢の 魚ではなかった。 交媒を 重ねる につれ、 

だんだん 現実性 を 備えて 来た。 しかし、 そのうち G 氏 

の 頭の 方が 早く も 夢幻 化して 行った。 彼 は 財力 も 尽き 

はくち ゆくえ 

ると いつ しょに 白痴の ようにな つ て行衛 知れずに な つ 

かぐや ひめ 

た。 「赫耶 姫！」 G 氏 は 創造す る 金魚に つける はずの 

こじき ふくそう そうこう 

この 名 を 呼びながら、 乞食の ような 服装 をして 蒼惶と 

きけ い いつわ 

して 去った。 半 創 成の 畸形な 金魚と 逸話 だけが 飼育 家 



仲間に 遺った。 

「G さんと いう 人が もし 気違いみたい にならないで、 

し つ かりした 頭で どこまでも 科学的な 研究で そういう 

理想の 金魚 をつ くり 出した のなら まるで 英雄の ように 

えら おも 

勇気の ある 偉い 仕事 をした 方 だと 想う わ」 

ちょうこく 

そして 絵 だの 彫刻 だの 建築 だのと 違って、 とにかく、 

生き ものと いう 生命 を 材料に して、 恍惚と した 美麗な 

創造 を 水の 中へ 生み出そう とする 事 はいかに 素晴 しい 

芸術的な 神技であろう、 と 真 佐 子 は 口 を 極めて 復 一の 

これから 向おうと する 進路に つ いて 推賞す るので あつ 

れいなん ざ か 

た。 真 佐 子 は、 霊 南 坂まで 来て、 そこの アメリカンべ ー 



カリ ー へ 入る まで、 復ーを 勇気付ける ように 語り 続け 

た。 

ろうじょうが す 

楼 上で 蛾が 一 二 匹 シャン デリ ャの 澄んだ 灯の まわ 

り を 幽かな 淋しい 悩みの ような 羽音 をた てて 飛び ま 

わった。 その 真下の テ— ブルで 二人 は 静かに 茶 を 飲み 

ながら、 復 一 は 反対に 訊いた。 

「僕の こと もで すが。 真 佐 子 さ ん はどうな さるんで す 

か。 あなた 自身の ことにつ いて どう 考えて いるんで す _ 

あなた はもう 学校 も 済んだ し、 そんなに 美しくな つて 

…：- J 

復ー はさす がに 云い 淀んだ。 すると 真 佐 子 は W 示渺と 



はじらい リ ようそで 

した 白い 顔に 少し 羞を ふくんで、 両袖 を搔き 合し 

ながら 云った。 

「あたしで すの。 あたし は 多少 美しい 娘 かも 知れない 

へ 、- ぼし 

けれども、 平凡な 女よ。 いずれ 二三 年のう ちに 普通に 

結婚して、 順当に 母に なって 行 くんでしょう」 

「 …… 結婚って そんな 無雑 作な もんじ やないで しょ 

う」 

「でも 世界中 を 調べる わけに 行かない し、 考え 通りの 

結婚なん て やたらに そこらに 在る もんじ やないで しょ 

う。 思う ままに はならない。 どうせ 人間 は 不自由です 



かそん な こと を 勧めた くなる のよ。 あたしの せいで は 

なくて、 多分、 あなたが どこかに 伏せて いる 気持ち I 

I 何だか 不満の ような 気持ちが あたしに ひびいて 来る 

んじ やなく つて、 そして あたしに 云わせ るん じ やなく 

て」 

ちんもく むか 

しばらく 沈黙が 続いた。 復ー は 黙って 真 佐 子に 対つ 

ている と、 真 佐 子の 人生に 無 計算な 美が 絶え間なく 空 

間へ ただ 徒 らに 燃え 費され て 行く ように 感じられた。 

あいせき し 

愛惜の 気持ちが 復ー の 胸に 沁み 渡る と、 散り かかって 

よ ぎ いらだ いたわ 

来る 花びら をせ き 留める ような 余儀ない 焦 立ちと 労 

りで 真 佐 子 を かたく 抱きしめたい 心が むらむらと 湧き 



上る のだった が …… 。 

といき 

復 一は 吐息 をした。 そして 

「静かな 夜 だな」 

というより 仕方がなかった。 

復ー が 研究生と して 入った 水産試験所 は 関西の 大き 

な 湖の 岸に あった。 o という 県庁所在地の 巿は 夕飯 後 

てきぎ きょり 

の 適宜な 散歩 距離だった。 

まげ おりばこ こしら かぎょう 

試験 所 前の 曲 もの や 折 箱 を 栴 える 手工業 を 稼業と 

はな ざしき 

する 家の 離れの 小 座敷 を 借りて 寝起き をして、 昼 は 試 

験 所に 通い、 夕飯 後は巿 中へ 行って、 ビ— ルを 飲んだ 



のように 身に ついて 来る と、 習慣 的な 朝夕の 起き 臥し 

の 間に、 しんしん として、 寂しい もの、 惜しまれる も 

の、 痛む ものが 心臓 を摑み 絞る のであった。 雌花 だけ 

おしべ ほろ 

で ついに 雄蕋 にめ ぐり 合う ことなく 滅びて 行く 植物の 

種類の 最後の 一 花、 そんな ふうに も 真 佐 子が 感ぜられ 

るし、 何 か 大きな 力に 操られながら、 その 傀儡で ある 

こと を 知らないで 無心で 動いて いる 童女の ように も 真 

あ. P 

佐 子が 感ぜられ るし、 真 佐 子 を 考える とき、 哀れ さそ 

の ものに なって、 男性と しての 彼 は、 じっとし ていら 

れ ない 気がした。 そして、 いかなる 術 も 彼女の 中身に 

現実の 人間 を 詰め かえる 術 は 見出しに くいと 思う ほど、 



木 つ 葉 か 何 かの ように 思 つていた。 

もっとも 復ー の 養父 は 中年 もの だけに、 あまり 上等 

の 金魚 は 飼育 出来なかった。 せいぜい 五六 年の 緋 鮒ぐ 

らいが 高価 品で、 全くの 駄 金魚屋だった。 この 試験 所 

へ 来て 復ー は 見本に 飼われて ある 美術品の 金魚の 種類 

を 大体 知った。 蘭錶、 和 蘭 獅子頭 はもち ろん として、 

で め ちょうてんがん しゅぶんきん 

出目 蘭錶、 頂点 眼、 秋 錦、 朱 文 錦、 全 蘭 子、 キヤ リコ、 

東 錦、 —— それに 十八 世紀、 ワシントン 水産 局の 池で 

発生して むこうの 学者が 苦心 の 結果、 型 を 固定 させた 

という 由緒 付の 米国 生れの 金魚、 コメット \ゴー ルド 

フィッシュ さえ 備えられて あ つた。 こ の 魚 は 金魚より 



の 娘だった。 

ァ J の 大きな 魚 漁家 の 娘の 秀江 は、 疳高で トリックの 

わずら まわた 

煩わしい 一 面と、 関西 式の 真綿の ようにね ばる 女性 

の 強み を 持って いた。 

試験 所から 依頼され ている の だが、 湖から 珍ら しい 

魚が 漁れても、 受取りの 係で ある 復ー は秀 江の 家へ 近 

頃 はちつ とも 来ない ので ある。 そして 代りの 学生が 来 

る。 秀江 はどうせ 復ー を、 末始終まで 素直な 愛人と は 

ォカ まま 

思って いなかった。 いよいよ 男の 我燼が 始まった か、 

それとも、 何 か 他の 事情 かと 判断 を 繰り返しながら、 

いろいろ 探り を 入れる のであった。 幹事で ある 兄に 勧 



復 一は、 鏡の ように ffl いだ 夕暮 前の 湖面 を 見渡しな 

とも づな へいさ 

がら、 モ— タ ー ボ ー トの 纜 を 解いた。 対岸の 平沙の 

とつ こつ そび 

上に M 山が 突兀 として 富士 型に 聳え、 見詰めても、 も 

う 眼が 痛くなら ない 光の 落ちついた 夕陽が、 銅の 襖 

の 引手の ようにくつ きりと 重々 しく かかって いる。 ェ 

すべ せきれい 

ン ジン を 入れて ボ ー トを 湖面に 滑り出さ すと、 鶄鴒の 

こどう 

尾の ように 船 あと を 長く ひき、 ピストンの 鼓動 は 気の 

ひける ほど 山水の 平静 を 破った。 

復ー の 船が 海水浴場の ある 対岸の 平沙の 鼻に 近づく 

さんさ 

と 湖 は 三叉の 方向に 展開して いるの が 眺め 渡された。 

左手 は 一 番 広くて 袋な りに 水 は 奥へ 行く ほど 薄れた 



ふところ びこう ゆうもや 

懐 を 拡げ、 微 紅の 夕靄 は 一 層 水面の 面積 を 広く 見せ 

た。 右手 は、 蘆の 洲の 上に 漁家の 見える 台地で、 湖の 

他方の 岐 入と、 湖水の 唯一 の 吐け 口の S 川の 根元と を 

分って いる。 S 川に は 汽車の 鉄橋と、 人馬の 渡る 木造 

の 橋と が 重なり合って 眺められ、 汽車が 煙 を 吐きな が 

ら 鉄橋 を 通る と、 すべての 景色が 玩具 染みて 見えた。 

なぎさ 

復 一 は、 平沙の 鼻の 渚 近くに ボ— トを 進ませた が、 

そこ は 夕方に して は 珍ら しく 風当りが 激しくて 海の よ 

うに 菱 波が 立ち、 はすの 魚が しきりに 飛んだ。 風 を 除 

けて、 湖の 岐 入の 方へ 流れ 入る と、 出 崎の 城の 天主 閣 

まつばやし 

が 松林の 蔭から 視き 出した。 秀 江の 村の 網 手の 影が 



眼界に 浮び 上って 来たので ある。 結局、 いつもの 通り、 

ひきもど 

湖の 岐 入と S 川との 境の 台地 下へ ボ ー トを 引戻し、 蘆 

なじみ と こどく 

洲の 外の 馴染の 場所に 舶 めて、 復 一は 湖の 夕 募に 孤独 

を 楽しもう とした。 

あおむ ね きじ 

復 一は ボ— トの 中へ 仰向けに 臥 そべ つた。 空の 肌 質 

ほと ぼり さ みが 

はいつ の 間に か 夕日の 余燼 を 冷まして 磨いた 銅 鉄色に 

冴え かかって いた。 表面に 削り 出しの ような 軽く 捲く 

紅い ろの 薄雲が 一 面に 散って いて、 空の 肌 質が すつ か 

リ刀 色に 冴え かえる 時分 を 合図の ようにして、 それ 等 

うんも 

の 雲 はかえ つて 雲母 色に 冴え かえって 来た。 復ー はふ 

もた 

と 首 を 擡げて みると、 まん 丸の 月が 〇 巿の 上に 出て い 



た。 それに 対して o 巿の 町の 灯の 列 は どす 赤く、 その 

ぴ ようぶ へいれ い 

腰を屛 風の ように 背後 の 南へ 拡がる じぐ ざぐ の 屛嶺は 

すみいろ ようち しわ 

墨色へ 幼稚な 皺を険 立た している。 

なみ 

対岸の 渚の 浪の 音が 静まって、 ぴ ちょり ぴ よんと い 

う、 水中から 水の 盛り 上る 音が 復ー の 耳に なつかしく 

聞え た。 湖水の ここ は、 淵の 水底から どういう 加減 か 

しみ 寸 うす 

清水が 湧き出し、 水が 水 を 水面へ 擡げる 渦が 休みな く 

捲き 上り 八方へ 散って いる。 湖水 中での 良質の 水が 汲 

けいらく 

まれる というので ここ を 「もくもく」 と 云い、 京洛の 

茶人 はわ ざ わざ 自動車 で 水 を 汲ま せに 寄越す。 情死す 

るた め 投身した 男女が あつたが、 どうしても 浮き 上つ 



りしと きます が、 どうせ あたし はね。 東京の 磨いた お 

嬢さん と は 全然 較べ ものに はならない 田舎の 漁師の 娘 

の …… 」 

ばか だま 

「馬鹿、 黙りた まえ！」 

復 一は 身じろぎ もせず、 元の 仰向けの 姿勢の ままで 

叫んだ。 その 声が 水に ひびいて 厳しく 聞え たので 女 は 

ぴくりとした。 

-っ ま さ ら 

「僕 は 君の ように 皮肉の 巧い 女 は 嫌いだ。 そんな こと 

喋 りに 来たの なら 帰りた まえ」 

しっと ふる めいもく 

恥辱と 嫉妬で 身を慄 わす 女の 様子が 瞑目して いる 復 

一 にも 感じられた。 



むせ こら 

噎 ぶの を 堪え、 涙 を 飲み 落す 秀 江の けはい —— 案外、 

おさま すく 

早く それが 納 つて、 船端で 水 を 掬う 音が した。 復ー 

はわ ざと 瞳の 焦点 を 外しながら ちょ つ と 女の 様子 を靦 

きすぐに また 眼 を 閉じた。 月の 光 をた よりに 女 は、 静 

かに 泣 顔 を ハンド ミラ— で 繕って いた。 熱い ものが 

飛竜の ように 復 一 の 胸 を斜に 飛び 過ぎた が 心に 真 佐 子 

おも 乂に も- G- 

を 念う と、 再び 美し い 朦朧の 意識が 紅 靄 のように 彼 を 

包んだ。 秀江は 思い返し たように 船べ り へ 手 を 置いて、 

今までの とげとげしい 調子 をねば るよう な 笑いに 代え 

て柔く 云った。 

「ボ— トへ 入っても いいの」 



光へ 藤 村 女史と 行きました。 とても、 可愛らしい」 と 

ゝ o 

力 

かのじょ ちょうこう 

いよいよ 彼女 は 現実 を 遊離す る 徴候 を 歴然と 示し 

て 来た。 

復 一 は その バ ロック 時代なる もの を 知らな いので、 

試験 所の 図書室で 百科辞典 を 調べて 見た。 それ は 

おうしゅう ヒュ ー マ ニズム 

欧洲 文芸復興 期の 人性 主義が 自然 性 か ら だんだん 

はくり わざ しょうか と 

剝 離して 人間業 だけが 昇華 を 遂げ、 哀れな 人工 だけの 

絢爛が 造花の ように 咲き乱れた 十七 世紀の 時代 様式ら 

しい。 そして ふと 考え 合せて みると、 復 一が ぼつぼつ 

調べ かけて いる 金魚 史の 上で は、 初めて 日本へ 金魚が 



金魚に 興味 を 持ち出し たこと、 父の は 産業 的 功利 も 混 

るが、 自分の は 不思議な ほど 無我 の 嗜好 ゃ愛感 からで 

ある ことな ど、 金魚の ことば かり 書いて ある。 金魚の 

研究 を 怠 ら なければ 復 一 が 何 をしょう とどん な 女性 

と 交渉が あろうと 構わない 書きぶ り だ つた。 復ー が だ 

ん だん 真 佐 子に 対する 感情 を はぐら かされて ほと ほと 

性根 もっきょう とする ころ 真 佐 子から 来た 手紙 はこう 

だった。 

「あなた はいろ いろ 打ち明けて 下さる のに 私 だま つ て 

て 済みませんでした。 私もう 直き あかん ぼ を 生みます _ 

くる 

それから 結婚し ます。 すこし、 前後の 順序 は 狂った よ 



うだ けれど。 どっちし たって、 そう パッシ ヨネ J r な 

ものじゃありません」 

ま う ij 'V 

復 一はむ しろ 呆然と してし まった。 結局、 生れな が 

らに 自分 等の コ— ス より 上空 を 軽々 と 行く 女 だ。 

「相手 は ご存じの 三人の 青年のう ちの 誰でも ありませ 

ん。 もうす こし アツ サリ していて、 不親切 や 害 をす る 

質の 男で はなさ そうです。 私に は それでた くさんで 

す」 

復 一は、 またしても、 自分の こせこせした トリック 

の 多い 才子 肌が、 無駄な ものに 顧みられた。 この 太 

い 線 一 本で 生きて 行かれる 女が 現代に も あると 思う と 



きょうこう や 

は、 正直に 恐慌 以来の 自家の 財政の 遣り繰り を 述べ 、 

しかし、 断然た る 切り捨て によって 小ぢん まりした 

陣形 を 立直す ことが 出来、 従って 今後 は 輸出 産業の 見 

込み 百パ ー セント の 金魚の 飼育と 販売に 全 資力 を尽す 

方針 を 冷静に 書いて あった。 だから 君 は 今後 は 単なる 

道楽の 給費生ではなくて、 商会の 技師 格と して、 事業 

れ いぞく 

の 目的に 隸 属して 働いても らいたい、 給料と して 送金 

は 増す， j とに する 

復 一は 生活の 見込が 安定したと いうよりも、 崖 邸の 

奴等め、 親子が かりで、 おれ を 食いに かかった なと、 

むやみに 反抗的の 気持ちに な つ た。 



復ー は 真 佐 子へ も 真 佐 子の 父へ も 手紙の 返事 を 出さ 

ま. う て き ま- う ぜ ん 

ず、 金魚の 研究 も 一時す つかり 放擲して、 京洛 を 茫然 

まわ 

と 遊び 廻った。 だが 一 ヶ月 ほどして 帰って来た 時には 

かくご 

すでに 復ー の 心に ある 覚悟が 決って いた。 それ はま だ 

この 世の中に か つ て 存在し なか つ たような 珍ら しく 美 

麗な 金魚の 新種 をつ くり 出す こと、 それ を 生涯の 事業 

ひそう 

として かかる 自分 を 人知れぬ 悲壮な 幸福 を 持つ 男と し、 

神秘な 運命に 摑 まれた 無名の 英雄の ように 思い、 命 を 

賭けても やり切ろう という 覚悟だった。 それが 結局 崖 

邸の 親子に 利用され る ことになる のか さも あらば 

あれ、 それが 到底 自分に とって 思い切れ 無い 真 佐 子の 



さま かたま 

を 開いた まま 眼を醒 して、 一と ころに 固って いた 二 

ひきが 悠揚と 連れに なったり、 離れたり して 遊弋し 出 

おびれ 

す。 身長 身幅より 三 四 倍 も ある 尾鰭 は 黒い まだらの 星 

うすぎぬ ひれ も 

の ある 薄絹の 領布 や 裳 を 振り撒き 拡げて、 しばらく は 

身体 も 頭 も 見えない。 やがて その 中から 小肥りの 

仏蘭西 美人の ような、 天平の 娘 子の ように おっとり 

して 雄大な、 丸い 銅と 蛾 眉 を 描いて やりたい 眼と 口と 

が ぼっかり と 現れて 来る。 

二三 年 前、 o 巿に 水産 共進会が あって、 その 際、 

きんばい か きふ 

金牌 を 獲ち 得た この 金魚の 名品が 試験 所に 寄附され て、 

大事に 育てられて いるの だ。 すでに 七 八 歳に なって い 



ねらせ 方 をす るので、 とても 薄 気味が 悪かった。 宿直 

の 小 使が いった。 

「私が 室に 入る とき だけ は、 あれ、 やめて 下さい。 へ 

んな 気持ちになります から」 

な ら おおさ.？" 

復ー は 関西での 金魚の 飼育 地で 有名な 奈良 大阪府 県 

こおりや ま むかし 

下 を 視察に 廻った。 奈良県 下の 郡 山 はわけ て 昔から 

しょうはん 

金魚 飼育の 盛んな 土地で、 それ は 小 藩 の 関係から 貧 

しい 藩士の 収入 を 補わせる ため、 藩士 だけに 金魚 飼育 

しょうれい 

の 特権 を 与えて、 保護 奨励した ためであった。 

この 菜の 花の 平野に 囲まれた 清 艷な小 都市に、 復ー 

は 滞在して、 いろいろ 専門 学 上の 参考になる 実地の 経 



の 仮小屋の i 藉 になる もの は 金魚 以外に はない。 東京 

の 金魚 業 一 同 は 踏み止まって 倍 層 商売 を 建て直す こと 

に 決心した」 

これ は 商売人 一 流の 誇張に 過ぎた 文面 かと、 復 一 は 

多少 疑って いたが、 そうで もなかった。 二割 方の 値上 

げ をして 売出した 金魚 は、 たちまち 更に 一 一割の 値上げ 

をしても 需要に 応じ 切れな くな つ た。 

下町 方面の 養魚池 は ほとんど 全滅した が、 山の手 は 

助かった。 それに 関西 地方から 移入が 出来る ので、 金 

魚 そのものに は 不自由し なかった が、 金魚 桶の 焼失 は 

大 打撃であった。 持ち合せて いるもの はこれ を 仲間に 



まと 

論文 を 纏めれば 纏められな いこと もなかつ たが、 そん 

な 小さく まとまった 成功が 今の 自分の 気持ちに、 何の 

さげす 

関係が あるかと 蔑まれた。 早く わが 池で、 わが 腕で、 

真 佐 子に 似た 撩乱の 金魚 を 一 ぴき でも 創り 出して、 

凱歌 を 奏したい。 これ こそ 今、 彼の 人生に 残って いる 

唯一 の 希望 だ、 —— 彼が 初め、 いままでの 世に なかつ 

た 美麗な 金魚の 新種 を 造り 出す 覚悟 をした の は、 ひた 

すら 真 佐 子の 望みの ために 実現しょう とした 覚悟で 

あった。 だが 年月の 推移に つれ 研究の 進む につれ、 彼 

の 心理 も 変って 行った。 彼 は 到底 現実の 真 佐 子 を 得ら 

だ 、/ しょ う ほうふ つ 

れ ない 代償 として ほとんど 真 佐 子 を髡髴 させる 美 魚 



視 つて 

「いま、 いないの よ。 バスケット ボ ー ルが 好きで、 Y 

MCA へ 行って、 お 夕飯 ぎりぎりで なきや 帰って来な 

、. の、 ほほ ほ」 

子供の ように 夫 を 見做して いるよう な 彼女の 口振り 

に、 夫 を 愛して いないと も 受取れ ない 判断 を 下す こと 

は、 復 一に 取って とても 苦痛だった。 進んで 子供の こ 

と なぞ 訊け なかった。 

「ご 紹介しても あなたに は 興味の ない らしい 人よ」 

それ は 本当 だと 思った。 自分の 偶像で ある この 女 を 

欠き 砕かない 夫なら それで 充分 としなければ ならな 



しんぎよ けまん のず 

山の 古道具屋で 見付けた 「神 魚 華鬟之 図」 を 額縁に 入 

れて 壁に 釣り かけ、 縁側に i! 子 を 出して、 そこから 眺 

めた。 初夏の 風が そよ そよ と 彼 を 吹いた。 青葉の 揮発 

性の 句い がした。 ふと 彼 は 湖畔の 試験 所に 飼われて あ 

る 中老 美人の キヤ リコ を 新ら しい 飼 手が うまく 養って 

いるかが 気になった。 

ふる 

「あんな 旧い もの は 見殺しに する ほどの 度胸が なけれ 

ば、 新しい もの を 創 生す る 大業 は 仕 了 わせられる もの 

ではない ご 

ついでに ちらりと 秀 江の 姿が 浮んだ。 

彼 はわ ざと キヤ リコが 粗 腐 病に かかって、 身体が 鯖 



た。 ある 日曜日の 朝のう ち 真 佐 子と 女の子 を 連れて、 

口 マネスクの 茶亭へ 来て、 外字 新聞 を 読んだり してい 

た。 その 時す ぐ 下の 崖の 中途の 汚水の 溜りから 金魚の 

餌の あか こ を 採って 降りよう とした 復 一 がふと そこ を 

見上げた が、 復 一は それなり 知らぬ 振りで さっさと 崖 

を 降りて しまった。 それ を 見た 真 佐 子 は そこに 夫と 居 

ながら、 二人 一緒に 居る のが 何だかう しろめたかった。 

「いい じ やない か。 なぜ さ」 

と 夫 は 無雑 作に 云った。 

「だって、 ここで 二人 並んで 居る の を どこから でも 見 

える でしよう I 



に 多少の 推移が あった。 鼎 造 は 死んで、 養子が 崖 邸の 

とうしゅう 

主人と なり、 極めて 事業 を 切り 縮めて 踏襲した。 主 

人と な つた 夫 は 真 佐 子と いう 美 妻が あるに 拘 らず、 

ちん めかけ 

； W の 様な 小間使に 手 をつ けて、 妾 同様にして いると 

いう 噂が 伝わった。 婿の 代に なって 崖の 上からの 研究 

費 は 断 たれた ので、 復 一は 全く 孤立 無援の 研究家と 

なった。 

宗十郎 は 死んで 一 人 か 二人し か 弟子の ない 荻江節 教 

授の 道路 口の 小 門の 札 も 外された。 

真 佐 子 は 相 変らず、 ときどき ロマネスクの 休 亭に姿 

を 見せた。 現実の 推移 はいくら か癖づ いた 彼女の 眉の 



いびき 

ま、 口と 眼 を 半開きに してし ばらく 鼾 を かいていた。 

ようやく 薬 力が 薄らいで、 復 一が 起き 上れた の は、 明 

け 方 近くだった。 

なまり い ろ 

雨 は 止んで 空の 雲 行 は 早かった。 鉛色の 谷 窪の 天 

ぬ がさ す ぼ しずく 

地に 木々 は 濡れ 傘の ように 重く 搾 まって、 白い I 卞を 

ふしだらに 垂らして いた。 崖 肌 は 黒く 湿って、 また そ 

よこじま 

の 中に 水 を 浸み 出す 砂の 層が 大きな 横縞に な つていた。 

こじょう さ い 

崖 端の ロマネスクの 休亭は 古城 塞の ように 視覚から 遠 

ざ かって、 これ 一 つ 周囲と 調子外れに 堅い ものに 見え 

た。 

七つ 八つの 金魚 は 静まり返って、 藻 や 太 一, が 風の 狼 



藉の 跡に 踏みし だかれて いた。 耳に 立つ 音と して は 水 

の I 下の 滴る 音が する ばかりで、 他に 何の 異状 もない 

ろ どん からす 

ように 思われた。 魯鈍 無情の 鴉の 声が、 道路 傍の 住 

う すぎ り ほころ 

家の 屋根の 上に 明け方の 薄 霧を綻 ばして 過ぎた。 

大 溝の 水 は 増した が、 溢れる ほどで もな く、 ふだん 

のせ せらぎ はなみな みと 充 ちた 水勢に 大まかな 流れと 

なって、 かえって 間が 抜けて いた。 

「これなら、 大した こと はない」 

と復ー は 眩きながら 念のため プ— ルの 方へ 赤土 路を 

はたし 力 力と すそ 

よろめく 跣 足の 踵に 寝 まきの 裾 を 貼り付かせ、 少し 

だらだらと 踏み 下ろして 行った。 



黒く 深まる 古池の 傍に へたへ たと 身 を 崩 折らせ、 しば 

そうしつ 

らく 意識 を 喪失して いた。 

しばらくして 復 一が 意識 を 恢復して 来る と、 天地 は 

薔薇色に 明け 放 たれて いて、 谷 窪の 万象 は 生々 の 気 を 

盆地 一 ぱいに 薫らして いる。 輝く 蒼 空 をい ま 漉き 出 

はくまく はが 

すよう に 頭上の 薄膜の 雲 は 見る見る 剝 れつ つあった。 

何とい う 新鮮で 濃 情な 草樹 の息づ かいであろう。 緑 

も 樺 も 橙 t も 黄 も、 その 葉の 茂み はおのお の その 膨ら 

みの 中に 強い 胸 を 一 つず つ 蔵して いて、 溢れる 生命に 

くさむら 

喘いで いるよう に 見える。 しどろ もどろ の 叢 は I 卞の 

つゆ ちぶさ 

露 を ぶるぶる 振り払い つ つ 張って 来た 乳房の ような 俵 



「これ， J そ 自分が 十 余 年間 苦心 惨儋し て 造ろうと し て 

造り 得なかった 理想の 至 魚 だ。 自分が 出来 損いと して 

捨てて 顧みなかった 金魚の なかの どれと どれと が、 い 

つどう 交媒 して 孵化して 出来た か」 

こう 復ー の 意識 は 繰り返しながら、 肉 情 はいよ いよ 

超大な 魅惑に 圧倒され、 吸い出され、 放散され、 やが 

て、 ただ、 しんと 心の底まで 浸み 徹 つた 一筋の 充 実感 

に 身動き も 出来な くな つ た。 

「意識して 求める 方向に 求める もの を 得ず、 思い 捨て 

き ろ 

て 放擲した 過去 や 思わぬ 岐路から、 突兀 として 与えら 

れる 人生の 不思議 さ」 が、 復ー の 心の底 を 閃めいて 通つ 



た 時、 一 度 沈み かけて また 水面に 浮き出して 来た 美 魚 

が、 その 房々 とした 尾鰭 を また 完全に 展 いて 見せる と 

星 を 宿した ような つ ぶら な 眼 も 球の ような 口許 も、 

はっき リ復 一 に 真 向った。 

「ああ、 真 佐 子に も、 神 魚 華鬟之 図に も 似て ない …… 

それよりも …… それよりも …… も つ と美し い 金魚 だ、 

金魚 だ」 

失望 か、 否、 それ以上の 喜び か、 感極まった 復ー の 

体 は 池の 畔の 泥^の なかに へたへ たと へたばった。 復 

一が いつまでも そのまま 肩で 息 を 吐き、 眼 を 瞑って い 

る 前の 水面に、 今復ー によって 見出された 新星の よう 



な 美 魚 は 多くの はした 金魚 を 随 えながら、 悠揚と 胸 

を 張り、 その 豊麗な 豪華な 尾鰭 を 陽の 光に 輝かせな が 

ら捺 乱と して 遊弋して いる。 

(昭和 十二 年 十月) 
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